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85 13-03「原点から問い直す生活科の未来（1）」『静岡大学教育学部研究報告（人文・社会・自然科
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70 06-10「人口減少社会における生涯学習推進の可能性」『日本生涯教育学会年報』第 27 号  
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調査にみる少子社会の特徴と教育課題―」『静岡大学教育学部研究報(人文・社会科学扁)』第 55 号 

2005 年 3 月 pp．17～48 共著者 夫伯他３名 
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55 02-10「青少年における大衆文化の役割－韓日共同文化構築の視点から―」동아시아일본학회 

『동아시아일본학회 2002 年度秋季國際學術大會―요지집―』2002 年 10 月 pp．53～67（未収録）  
54 02-07「子どもをめぐる保護者の規範意識の特性と課題」『日本生涯教育学会論集 23』 
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27 94-03「日本と韓国における学校と教室文化の比較研究（１）」『静岡大学教育学部研究報告（人文・
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